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原

『勇
燈
新
話
』

の
刊
期

秋

吉

久

紀

夫

明
初

の
文
人
崔
佑
の
作
と
伝

え
ら
れ

て
い
る

「
勇
燈
新
話
』
四
巻
二
十
篇
附

録

一
巻

「
秋
香
亭
記
」

の
刊
行
時
期
に

つ
い
て
、
従
来

つ
ぎ

の
よ
う
な
諸
説
が

お
こ
な
わ
れ
て
来

た
。

①

一
九

二

一
年
十

一
月
、
塩
谷
温

「
舅
燈
新
話
解
題
」
ー

『
国
訳
漢
文
大

成

、
文
学
部

第
十
三
巻

、
勢
燈
新

話
、
余
話
、
宣
和
遺
事
』

、

一
九
二
二
年

一

月

、
国
民
文
庫
刊
行
会
再
版
、
三
頁

。

②

一
九

二
六
年

八
月
、
田
中

貢
太
郎

『
勇
燈
新

話
」
序
言
、
新

潮
社
刊

、

二
頁

。
③

一
九

五
〇
年
四
月

、
無
名
氏

「
盟
佑
」
ー

「
世

界

文

芸

辞
典
、
東
洋

篇
』
、
東
京
堂
刊
、

一
九
二
頁
。

④

一
九
七
〇
年
十

二
月

、
内
田
道
夫

「
牡

丹

燈

籠

ー
文
言
小
説
の
系
譜

ー
」
ー

『
中
国
小
説
の
世
界
』
評
論
社
刊

、

一
七
⊥ハ
頁
。

⑤

一
九
七
六
年

三
月
、
近
藤
春
雄

「
中
国
志
怪

・
伝
奇
選
』
解
説

、
武
蔵

野
書
院
刊
、

=

七
頁

。

③

一
九
三
三
年

、
久
保
天
随

「
舅

燈

新

話

に
関
す
る
事
ど
も
」
、

『
斯

文
』
創

刊
号
。

㎝

一
九
六
三
年
六
月

、
吉
川
幸
次
郎

「
元
明
詩
年
表
」
1
中
国
詩
人
選
集

二
集
第

二
巻

『
元
明
詩
概
説
』
、
岩
波
書
店
刊
、
二
四
二
頁
。

⑧

一
九
七
〇
年

十
二
月

、
佐
藤
昭
、
和
田
弘
之

、
野
口
宗
親
外

「
中
国
小

説
年
表
」
ー

「中
国
小
説

の
世
界
』
、
評
論
社
刊
、
三
三
八
頁
。

働

一
九
七
四
年

一
月

、
飯
塚
朗

「勇
燈
新
話
」
ー

「
ブ
リ

タ
ニ
カ
国
際
大

百
科
事
典
』
.

テ
ィ
ビ
ー

エ
ス

・
ブ

リ
タ

ニ
カ
刊
、
五
七

二
頁
。

つ
ま
り
①
か
ら
⑤

ま
で
の
A
説
、
⑧

の
B
説
、
納

と
⑧

の
C
説
、
ゆ
の
D
説

で
あ
る
。
こ
れ
を
内
容
的

に
み
る
な
ら
ば
、

A
説
は
、

「
勢
燈
新
話
』
は
、
は
じ
め
四
十
巻
あ

っ
て

『
煎
〃燈
録
』
と

い
わ

れ
た
も
の
が
散
侠
し
、
の
ち

そ
の

一
部

四
巻

の
写
本

を
手

に
入
れ
た
胡
子
昴
が

盟
佑

に
請
う
て
校
正
を
経
、
永
楽
十
八
年

に
定
本
と
な

っ
た
も

の
で
あ
る
と
す

る
。す
な
わ
ち

『
校
定
本
勢
燈
新
話
』
以
前

に
は
、
た
だ

「
勢
燈
録
』
が
あ

っ
た

の
み
で
、
原

『
勢
燈
新
話
』
は
刊
行
さ
れ

て
い
な
い
と

い
う
の
で
あ

る
。

こ
の
説
は
、
現
存
す

る

「
勢
燈
新
話
序
」

の

「
余
既
編
輯
古
今
怪
奇
之
事
以

為

勢
燈
録
凡
四
十
巻
突
」

(周
夷
校
注
本
に
よ
る
)

の
部
分
と
、

「
題
勢
燈
録
後
絶
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句
四
首
」

の
注

で
あ

る

「
昔
在

郷
里
編
輯
勢
燈
録
前
後
続
別
四
集
自
甲
至
癸
分

為
十
巻
」

(慶
安
元
年
十
一
月
、
「勢
燈
新
話
」
、
林
正
五
郎
版
行
に
よ
る
)

を
根
拠
と
し
て

い
る
。
と

こ
ろ

で
、
A
説
以
外

の
B
、
C
、
D
の

三

説

は

い
ず
れ
も
、
A
説

の
原

「
舅
燈
新
話
』
存
在
否
定
説

に
対

し
て
、
存
在

肯
定

の
立
場

に
た

つ
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
B
、
C
、
D
そ
れ
ぞ
れ
に
刊
行
時
期
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち

B
説

は
、

「
こ
の
校
定

と
同
じ
永
楽
十

八
年

二
九
二
〇
)
の
閏
正
月
、
曽
繁

の
書

い
た
鶉
燈
余
話

の
序
に

「近
時
、
銭
塘
の
盟
氏

、
躬
燈
新
話
を
著
す
」
と

い
ひ
、
同
年

で
は
あ

る
が
、新

話
の
校
定

に
先
だ

つ
て
居

る
様

に
思
は
れ
る
し
、

現
に
宗
吉

の
書
後

に
は
、
十
九
年

正
月
と
署
し
て
あ
る
位

、
ま
し
て
、
全
然
没

交
渉

な
る
遠
隔

の
地

に
居

る
人

の
文
中

に
見
え
る
以

上
、
こ
の
名
が
校
定
以
前

に
存
在
し

て
居
た

こ
と
は
、
最
早
疑
を
挾
む
べ
き
余
地
が
無

い
と
い

っ
て
も
宜

し
か
ろ
う
。」
と
お
さ
え
、
そ
の
刊
行
時
期

に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け

て
い
る
。

C
説
は
、
そ
の
刊
行
時
期
を
、

=
二
九
七
年

(洪
武
三
+
年
〉
と
記
し
て
あ
る
。

D
説
は
、
そ
の
刊
行
時
期
を
、

=
二
八

一
年

(洪
武
+
四
年
)
頃
、
刊

行

さ
れ

た
も

の
ら
し

い
と
推
定
し
て

い
る
。

C
説

の
根
拠
は
、

「勢
燈
新
話
序
」
の
次

の
文
章

で
あ
る
。

昔
陳

鴻
作

「
長
恨
伝

』
井

『
東
城
老
父
伝
」
・
時
人
称
其
史
才
.
威
推
許
之

.

及
観
牛

僧
儒
之

「
幽
怪
録
』
.
劉
斧
之

「
青
環
集
』
.
則
又
述
奇
紀
異
.
其
事

之
有
無
不
必
論

.
而
其
制
作
之
体

.
則
亦
工
　
.
郷
友
鴇
宗
吉
氏
著

「
勢
燈
新

話
』
.
無
乃
類
是
乎
?
宗
吉
之
志
確
而
勤
.
故
其
学
也
博
.
其
才
充
而
敏
.
故

其
文
也
購
.
是
編
錐
稗
官
之
流
.
而
勧
善
懲
悪
・
動
存
蓉
戒
.
不
可
謂
無
補
干

世

・
矧
夫
造
意
之
奇

.
措
詞
之
妙

.
桑
然
自
成

一
家
言

.
読
之
使
之
喜
而
手
舞

足
踏

・
悲
而
掩
巻
堕
涙
者
.
蓋
亦
有
之

.
自

非

好

古

博
雅
.
工
干
文
而
審
干

事

.
易
能
孫
此
哉

!
至
干

『
秋
香
亭
記
』
之
作
.
則
猶
元
積
之

「
鶯
鶯
伝
』
也

余
将
質
之
宗
吉
.
不
知
果
然
否
?
洪
武

三
十
年
夏
四
月
銭
塘
凌
雲
翰
序

二

九
五

七
年
六
月
、
周
夷
校
注

「勢
燈
新
話
外
二
種
」
、
古
典
文
学
出
版
社
刊
に
よ
る
)

D
説
は
、

こ
の
凌
雲
翰
序

の
直

後

に

掲

載
さ
れ
て
い
る
呉
植
の

「勢
燈
新

話
」
に
拠

る
。

余

観
宗
吉
先
生

『
舅
燈
新
話
』
.
其
詞
則
傳
奇
之
流
.
其
意
則
子
氏
之

寓
言

也
.
宗
吉
家
学
淵
源
.
博
及
群
集
.
屡
薦

明

経
・
母

老

不

仕

.
得
騨
力
干
文

学
・
余

嘗
接
其
論
議
.
観

其

著

述

.
如

開
武

庫
.
如
遊
宝
坊
.
無
非
驚
人
之

奇

.
希
世
之
珍
.
是
編
特
武
庫
.
宝
坊
中
之

一
耳
.
然
則
観
是
編
者

.
予
宗
吉

之
学
之
博
・
尚
有
口
也

.

洪
武

十
四
年
秋
八
月
呉
植
書
十
銭
塘
邑
痒

進
徳
齋

(周
夷
校
注
本
に
よ
る
)

し
か
し
、
D
説
は
、
前
記

C
説

の
根
拠

と
な

つ
て

い
る
凌
雲
翰

の
序
文
に
明

記
し
て
あ
る

「
洪
武
三
十
年
」

に
よ

つ
て
、
そ
れ
が

「
勢
燈
新
話
引
」

(慶
長
刊

本
に
よ
る
)
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も

、
コ

二
八

一
年

(洪
武
十
四
年
)
頃

、

「
勢
燈

新
話
』
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
。
」
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
の

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「
勢
燈
新
話
』

の
刊
行
時
期

は
、
不
明
確
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ

れ
を

こ
の
論

で
解
明
し
た
い
。

二

ま
ず
解
明
の
糸

口
と
し
て
.
凌
雲
翰
と

い
う

人

物

に

つ
い
て
考

え
て
み
た

い
。
盟
佑
は

「
重
校
勇
燈
新
話
後
序
」

の
な
か

で
、

少

日
読
書
之
暇
・
性
喜
著
述
.
螢
窓
雪
案
.
手
筆
不
綴
.
毎
為

郷
丈
柘
軒
凌

公

・
所
称
許
.

(前
述
慶
安
刊
本
に
よ
る
。
周
夷
校
注
本
に
所
掲
さ
れ
て
な
い
た
め
で
あ
る
。
)

と
そ
の
交
友
を
述
懐
し
て
い
る
。

一
四
二

一
年

(永
楽
十
九
年
二

月

の
夜

、
河
北

の
保
安
城

(現
在
の
泳
鹿
)

の
周
王

府

学

に
諦
居
さ

れ
て

い
た
七
十
五
才

の
時
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で
あ
る
。
郷
丈
と
は
郷
里
の
長
老
と

い
う
意
味

で
あ
り
、
柘
軒

と
は
凌
雲
翰
の

号

で
あ
る
。

①

『
明
詩
紀
事

』
の
凌
雲
翰
の
項

は
次

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

雲
翰
字
彦
獅
.
銭

塘
人
.
元
末
挙

漸
江
郷
試
.
除
平

江
路
学
正
.
不
赴

.
洪

武
初

.
以
薦
授
成
都
教
授

・
有
柘
軒
集
四
巻

・
(清
、
陳
田
編
、
光
緒
己
亥
二
五
年

二
八

九
九
)
、
民
国
五
七
年
六
月
、
台
湾
商
務
印
書
館
股
扮
有
限
公
司
刊
、
五
二
九
頁
〉

②

『
杭
州
府
志
』
の
巻

一
百
四
十
四
、
文
苑

一
に
は
左

の
よ
う

に
記
載

さ

れ
て
い
る
。
(清
、
襲
嘉
傭
、
呉
灰
抵
、
王
蘂
纂
修
、
光
緒
戊
戌
二
四
年

二

八
九
八
)
刊
、
九
州
大

学
文
学
部
蔵
)

凌
雲
翰
.
字
彦
獅

.
仁
和
人
.
博

通
経
史
・
工
詞
章

.
元

至

正

十
九
年

挙

人
・
除
学
正
不
赴
・
作

霜
天
暁
角
梅
詞
百
首

・
柳
梢
青
柳
詞
百
首
.
號
梅
柳
争

春
詞
.
音
調
倶
美
.

洪
武
初
挙
杭
州
府
学
訓
導
.
升
成
都
教
授
.
蜥
部

ま
た
巻
九
十
、
芸
文

五
に
は
、

成
都
教
授
.
銭
塘
凌
雲
翰
.
彦
獅
撰
.
文
淵
閣
著
録

「柘
軒
集
四
巻
」

と
、

巻
九
十

一
、
芸
文

五
の
項

に
は
、

明
.
銭
塘
雲
琳
撰

「柘
軒
詞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

③

『
明
詩
綜
』

(清
、
朱
弊
尊

二
六
二
九
i
一
七
0
九
)

巻
十
四
に
、
凌
雲
翰

の

項
が
あ
る
。

雲
翰

.
字
彦
獅
.
銭
塘
人
.
元
末
蘭
亭
書
院
山
長
.
洪
武
初

.
以
薦
授
四
川

成
都
教
授

.
有
柘
軒
集
.

(民
国
五
九
年
八
月
、
世
界
書
局
再
版
〉

④

『列
朝
詩
集
小
伝

』
(清
、
銭
謙
益

二
五
八
二
⊥

六
六
四
)
著
、
順
治
辛
丑
十
八
年

二

六
六
一
)
に
は
、
凌
教
授

雲
翰
と
し
て
、
左

の
と
お
り
で
あ
る
。

雲
翰

.字
彦
獅

.仁
和
人
.
至
正
九
年
郷
薦

.除
平
江
路
学
正

.不
赴

.洪
武
初

.

除
成
都
府
学
教
授
.
以
乏
貢
挙
.

諦
南
荒

.

卒

.

帰
葬

西
湖

.

盟
宗
吉
作
詩

送
之

.
云
:

「
一
去
西
川
隔
夜
毫
,
忍
看
白
壁
痩
蒼
苔
.
酒
朋
詩
友
凋
零
尽
.

只
有
存
斎
冒
雨
来

.』
彦
獅
於
宗
吉
為
大
父
行
、
彦
獅
作
梅
詞

『
霜
天

暁
角
』

柳
詞

『
柳
梢
青
』
各

一
百
首
.
號

『梅
柳
争
春
』
.
宗
吉

一
日
嶺
和
之

.
彦
獅

驚
嘆

.
呼
為
小
友

.
宗
吉
以
此
知
名

.

(世
界
書
局
、
民
国
五
四
年
四
月
再
版
上
冊
一
九
〇

頁
)⑤

『
西
湖
遊
覧
志
餓
』

(明
、
田
汝
成

(嘉
靖

二

五
二
六
)
進
士
)
著
)

凌
彦
獅
雲
翰
.
仁
和
人

.
博
通
経
史

.
領
至
正
十
九
年
郷
薦
.
除
平
江
路
学

正
.
不
赴

.
作
梅
詞

『
霜
天
暁
角
』

一
百
首
.
柳
詞

『柳
棺
青
』

一
百
首
.
號

梅
柳
争
春

.
韻
調
倶
美

.
洪
武
初
.
挙

杭

州

府

学
訓
導

.
陞
成
都
府
教
授

.

卒

.
所
著
有

『
柘
軒
集
』
…
…

(中
略
)
在
任
.
以
乏
貢
挙

.
講
南
荒
.
卒

.
帰

骨
西
湖
.
盟
宗
吉
作
詩

送
之
云

:

『
一
去
西
川
隔
夜
毫
・
恐
看
白
壁
痙
蒼
苔

.

酒
朋
詩
友

彫
零
蓋
、
只
有
存
斎
冒
雨
来

.
』

(世
界
書
局
、
民
国
五
二
年
五
月
版
、
二
二

四
頁
)

以

上
の
ω
、
②
、
個
、
d

、
倒

に
記
載
の
凌
雲
翰

の
伝
記
を
と
お
し
て
眺
め

る
と
、
殆
ど

一
線

上
に
潮

つ
て
符
合
し
て
い
る
。
た
だ
し
④

の

「
列
朝
詩
集
小

伝
』

の

「
至
正
九
年
」

は
、
あ
き
ら
か
に

「
至
正
十
九
年
」

の
誤
記

で
あ
る
。

さ
ら

に
③

の

『
明
詩
綜
』
の

「
元
末
蘭

亭
書
院
山
長
」
は
、
他

の
伝
記

に
は
な

い
個
所

で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
当

の
嬰
佑
、
宗
吉
が
、
保
安

に
諦
居
中

の

一
四
二
五
年

(洪
煕
乙

巳
元
年
)

中

秋
の
著
作

で
あ
る

『
蹄
田
詩
話
』
を
播
く
と
、

「
鍾
埴
図
」

に
左

の
よ
う
な
記
事

が
み
ら
れ
る
。

「
郷
丈
凌
彦
獅

、
名
は
雲
翰

、
柘

軒

と

号

す
。
至
正

の
間
、
周
易
経
を
以

て
、

(盟
)
士
衡

叔
祖
と
同
じ
く

、
漸
省

の
郷
榜

に

登

り
、
平
江
路
学
正
を
授

け
ら
れ
し
も
赴

か
ず
。
才
高
く

し
て
学
博
く
、
郷
党

に
推
さ
る
。

一
日
、
叔
祖

を
来
り
訪

へ
ど
不
在
な
り
。
石
湖

の
田
園
雑
興
詩

に
和
す
る
と

こ
ろ
の

一
帳
を

以

て
、
舎
下
に
留
寄
す
る

こ
と
数

日
、
予
、
尽
く
之

に
和
す
。
見

る
に
及
ん
で
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大

い
に
驚
喜
し
、
為

に
序
文
を
前

に
作
り
、
こ
れ

に
因

っ
て
、
遂

に
刮
目
し
て

相
視
し
、
且

つ
叔
祖

の
尽
く
知
る
能
は
ざ
る
を
歎
ぜ
り
。
継

い
で
、
梅
詞
霜
天

暁
角

一
百
首

、
柳
詞
柳
梢
青

一
百
首
を
以
て
、
梅
柳
争
春
と
号
せ
し
も

の
を
、

予

に
属
し
て
之

に
和
せ
し
む
。
予

、
亦
韻

に
依

り
て
和

の
就
る
や
、
大

い
に
賞

抜
を
加

へ
ら
る
。
予
、
先
生

を
視

る
こ
と
、
猶

ほ
大
父
行

の
ご
と
し
。
而
し
て

あ
や
ま

た
い

つ
ね

先
生
歯
徳
を
以

て
自
ら
居
ら
ず
、
過

っ
て
小
友

を
以

て
待
せ
ら
れ
、
毎

に
諸
長

上
の
前
に
於

て
、
之
を
称
し
て
口
を
容
れ
さ
せ
ず

、
後
進

の
人
あ
る
を
喜

ぶ
な

り
。
洪
武
庚
申

(士
二年
、
一
三
八
〇
)
冬
、
人

の
為

に
鍾
埴
図

に
題
し
て
云
ふ
。

朔
風
吹
沙
目
欲
瞬

終
南
進
士
掘
然
起

手
製
硬
黄
書

一
紙

蝟
礫
干
思
含
老
歯

肯
放
妖
狐
揺
九
尾

明
日
春
光
萬
蝕
里

官
柳
揺
金
梅
綻
蘂

帯
束
藍
抱
靴
露
趾

若
日
上
帝
錫
爾
祉

願
指
守
門
茶
與
塁

一
声
爆
竹
人
藍
靡

と

、
数
日
な
ら
ず
し

て
、
郷
人
の
外
郡

に
官
す
る
者

の
為

に
飛
挙
せ
ら

る
。

お
び
や

里
胃
門

に
臨
み
て
、
辞
避
を
容
れ
ず
、
迫
り
脅
か
し
て
路

に
上
ら
し
む

。
京

に

到
り

て
四
川
の
学
官
を
授
け
ら
る
。
遂

に
詩
識
を
な
せ
り
。
任

に
在

れ
ど
も
、

貢
挙

に
乏
し
き
を
以

っ
て
、
南
荒

に
諦
せ
ら
れ
、
以
て
卒
す

。
西
湖
に
帰
骨
す
あ
の
よ

る
や
、
予
、
之

が
葬
を
送

る
。
絶
句
あ
り
云
ふ
、

一
た
び
西
川

に
去

る
や
夜
台

む
ご

み

と
も

と
隔
り
ぬ
。
忍
く
も
看
き
白
壁

の
蒼
き
苔

に
埋
め
ら
る
る
を

、
酒
の
朋
も
詩

の

お
か

友
も
凋
零
し
尽
き

、
た
だ
存
斎

の
雨
を
冒
し

て
来
た
る
有

る
の
み
、
蓋
し
知
己

を
感
ぜ
し
な
ら
ん

。
」

(
「蹄
田
詩
話
」
無
錫
丁
氏
校
刊

「歴
代
詩
話
績
編
」
に
よ
る
)

と
す
る
と
、
前

に
み
た
凌
雲
翰
伝
記

の
湖
源
は
、
こ
の
輩
佑

の
文
章

で
あ

っ

た
こ
と
が
判

明
す

る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
さ
き
に
引
用

の

「
西
湖
遊
覧
志
鹸
』

の
文

の
中

で
、
わ
た
し
が
中
略
と
し
て
い
た
個
所
に
、
こ
の

『蹄

田
詩
話
』

の

「
鍾
埴
図
」
の
部
分
が
、
は
め
絵
の
よ
う
に
入
り
、
そ
れ
は

『
明
詩
紀
事
』

の

伝
記

の
後

に
接
続
す
る
文
と
も
、
ま

っ
た
く
合
致
す

る
も

の
で
あ
る
。

だ
が
、
前
述
の
諸
伝
記
の
所
に
、
指
摘
し
て
い
た
他
と
異
る
部
分

、
す
な
わ

ち

「
元
末
蘭
亭
書
院
山
長
」
を

記

載

す

る

「
明
詩
綜
」

に
は
、
こ
の

「
鍾
旭

図
」

の
詩
は
、

「
鍾
埴
画
」
と
題
さ
れ

て
、
左
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
。

北
風
吹
沙
目
欲
胱

官
柳
揺
黄
佛
漢
水

終
南
進
士
佃
然
起

蝟
礫
干
思
含
欽
歯

抱
藍
帯
角
形
甚
塊

烏
帽
裏
頭
樺
露
指

白
澤
在
労
口
且
移

馴
擾
不
異
麟
之
趾

手
持
上
帝
書
満
紙

若
日
新
歳
錫
爾
祉

一
聲
竹
爆
物
壷
靡

明
日
春
光
萬
絵
里

北
風
は
沙
を
吹
き
て
目
み
だ
れ
ん
と
し
、

官
柳

は
黄
を
揺
が
し
て
漢
水
を
払
ふ
。

終
南

の
進
士
掘
然

と
し
て
起
ち
、

か
み
し

蝟
礫

し
て
こ
こ
に
思
ひ
欠
け
し
歯
を
含
む

。

う
わ
ぎ
あ
お

さ
か
ん

抱
は
藍
く
帯
は
角
、
形
甚
だ
塊

に
し
て
、

烏
帽
も

て
頭
を

つ
つ
み
、
皮
靴
は
指
を
露

に
す
。

こ
ま
い
ぬ

い
か
ら

白
沢
は
芳

に
い
て
口
ま
さ

に
夢
ん
と
す
れ
ど
、

馴
擾

な
る
こ
と
麟
之
趾

に
異
ら
ず
。

ふ
み

手
に
は
上
帝

の
書

の
紙

に
満
て
る
を
持
ち

、

新
歳

に
は
な
ん
じ
ら
に
祉
を
あ
た

へ
ん
と

い
う
が

ご
と
し
。

一
声
す
れ
ば
竹
爆
け
物
尽
く
靡
き
て
、

明
日
は
春
光
万
余

里
な
ら
ん
6

両
者
を
比
較
す

る
と
、
後
者

の

『
明
詩
綜
」
の
詩

の
方
が
、
そ
の
構
成

に
お

い
て
、
そ

の
内
容
描
写

の
進
展
に
関
し

て
、
格
段

の
優
位
を
示
し
て
い
る

の
は

歴
然
と
し
て
い
る
。
盟
佑
の

「蹄

田
詩
話
』
は
、保
安
諦
居
中
に
、
そ
ら
ん
じ
て

い
た

の
を
想
起
し
な
が
ら
書

き
付

け
た
も

の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し

て
、

『
明

詩
綜
」

の
詩

は
、
そ
の
引
用
し
た

資

料

に

確
実
さ
が
感
じ
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。こ
の
よ
り
確
実
さ
を
所
有
す

る

『
明
詩
綜
』

の
凌
雲
翰
の
伝
記

の
次

に
、
細
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字

で
記
さ
れ
て
い
る
文
章

が
あ

る
。

盟
宗
吉
云
.
先
生
.
兼

工
諸
作
.
不
以

一
善
成
名
.
陳
光
世

云
.
柘
軒
詩

・

諸
体
悉
備
.
荘
敬
而
不
褻
.
和
楽
而
不
淫
.
錐
無
刻
苦
麗
密
之

工
.
而
平
易
典

則
.
発
乎
情
之
自
然
.
有
足
観
者
.
詩
話
.
柘
軒

.
学
於
陳
衆
仲

.
故
其
詩
華

而
不
靡
.
馳
膀
而
不
離
乎
軌

・
五

言

如

陪

祭
作

.
七
言
如
鬼
猟
圖
・
才
情
奔

放
.
不
可
罵
勒
.
直
可
塞
郁

離

之

旗

.摩
青
丘
之
曇
.
集
中
.
與

張
行
中
論
詩

云
.
顛
深
文
浅

近
臭
腐
化
.
神
奇
毎
到
真
成

趣
.
由
来
不
費
辞
.
其
目
得
之
深

突

.こ
の
文

の
後
半
部

の

「
詩
話
…
…
青
丘
之
堂
」
ま
で

は
、

「
明

詩

紀

事
』

に
、

「
四
庫
総
目
.
朱
鼻
尊
静
志
居
詩
話
…
…
」
と
、
凌
雲
翰

の
伝
記

に
付
せ

ら
れ
て
い
る
細
字
の
個
所
と
同

一
で
あ
る
。

先

日
た
ま
た
ま
、
東
洋
文
庫

で
所
蔵
の

『
武
林
往
哲
遺
箸
』
を
調

べ
て
い
た

と
こ
ろ
、
丙
申
九
月
泉
唐
丁
氏
重
撫
印

の
あ

る

「
欽
定
四
庫
全
書
、
柘
軒
集
四

巻
』
を
発
見
し
た
。

「
四
庫
全
書
」
の
完
成
が
、

一
七
八
二
年

(清
、
乾
隆
壬
寅
四

七
年
)

で
あ
る
か
ら
、
丙
申
は
、
そ
れ
以
前

の
乾
隆
四

一
年

、

一
七
七
六
年

の

は
ず

で
あ

る
。

そ
こ
で
、

い
ま
、
み

つ
け
出
し
た

「
欽
定
四
庫
全
書

、
柘
軒
集
四
巻
』
を

ひ

ら
く

と
、

A
、
明
凌
雲
翰
撰
.
雲
翰
字
彦
獅
.
銭
塘
人
・
元
至
正
十
九
年
.
挙

漸
江
郷

試
.
除
平
江
路
学
正
.
不
赴
.
洪
武
辛
酉

.
以
薦
授
四
川
成
都
教
授
.
坐
貢
挙

乏

人
.
諦
南
荒
.
以
卒

.
事
見
蹄
田
詩
話

.
嬰
宗
吉
與
之
最
契
.
語
必
不

謳
・

或
以
為
卒
於
官
者
誤
也

.
所
作
詩
文
雑
著

.
蔵
稟
於
家
・
至
永
楽
中
、
其
孫
始

編
為
四
巻
.

朱
鄭
尊
静
志

居

詩
話
稻

.

雲
翰
学
於
陳
衆
仲
.
故
其
詩
華
而
不

為
靡

.
馳
騎
而
不
離
乎
軌
.
今

案
集

.
有
宣
徳
中

王
羽

序
.
云
.
蓄

田

陳

衆

仲

.
提
學
漸
江

路
儒
学
政
.
以
文
鳴
於
東
南
.
程
以
文
聲
響
.
與
之
伯
仲
.
柘

軒
汎
掃
程
門
.
獲
承
指
授
.
其
里
人
夏
節
.
作
雲
翰
行
述
・
亦
云
.
早
遊
諺
南

程
以
文
之
門
.
是
雲
翰
所
師
事
者
.
乃
程

以
文
.
而

非

陳

旅
.
諸
家
所
記
甚

明
.
舞
尊
之
言
・
未
知
何
拠

.
至
謂
其

五
言
如
陪
祭
作

.
七
言
如
鬼
狸
圖
、
才

情
奔
放

・
不
可
罵
勒
.
直
可
塞
郁
離
之
旗

.
摩
青
丘
之
塑

.
則
評
品
頗
當

.
於

雲
翰
非
溢
量
也
.

と

い
う
序

が
あ
り
、

つ
い
で
、
盟
佑

の

次

の

よ
う
な
序
文
が
存
在
し
て
い

た
。
盟
佑
の
未
発
見
文
章

で
あ

る
の
で
、
全
文
を
掲
げ
る
。

B
、
杭
郡
為
宋
故
都
・
前
元
盛
時
.
衣
冠
文
物
有
宋
遺
風
・
予
生
也
.
晩
前

輩
諸
公
.
恨
不
及
識
之
.
惟
柘
軒
凌
先
生
.
與
予
衡
齋
叔
祖

.
為
同
年
友

.
至

正
間

.
予
侍
叔
祖
於
家
塾
・
先
生
来
過
.
見

予
所
作
課
業

亟
.
加
誉
焉
.
予
視

先
生
為
尊
行

.
而
先
生
待
以
忘

.
年
交
毎
以
所
求
正
先
生

.
不
吝
於
教

.
誘
抜
奨

勧
之
功
居
多

.
自
與
先
生
別
五
十
年
　
・
宣
徳
初

.
自
山
後

召
還
北
京
.
先
生

曽
孫
遅
来
見

・
求
為
尊
徳
堂
製
記

.
蓋
先
生
在

日
所
蓄
前
代
典
籍
甚
富
.
邊
父

敬

.
輿
牧
蔵
無
遺

.
於
所
居
作
堂

.
崇
奉
之
.
可
謂
知
所
尊
者
　

.
今
予
告
老

賜
蹄

.
則
先
生
所
作
若
文
若
詩

・
及
諸
雑
著
.
悉
彙
次
成

集
夷

.
遅
以
予
受
知

先
生

.
慮
傳
窺
有
所
舛
説
.
乞
為
校
正
.
且
倖
為
之
序
.
予
不
敢
辞
.
因
記
先

生
存

日
所
同
遊
者

.
若
大
章

徐
公

.
仲
誼
朱
公

.
光
弼
張
公

.
景
行
莫
公
・
景

元
常
公
.
復
初
楊
公
等
.
或
以
古
文
.
或
以
詞
章

.
或
以
経
学

.
壇
名
.
惟
先

生
兼

工
諸
作
.
而

又
博
学
多
聞
.
自
経
史
及
諸
子
百
家
.
以
至
稗
官
小
説
.
靡

不
観
覧
.
捜
其
秘
而
窮
其
奥
.
採
其
華
而
撫
其
實
.
故
其
見
於
制
作
.
諸
盟
威

備

.
不
以

一
善
成
名
.
豊
画
圃
浅
学
.
所
能
窺
其

涯
挨
哉
.
矧
又
有
賢
孫
.
曽

能
賓
惜
而
珍
蔵
之

.
以
胎
後
世

.
知
吾
郡
之
有
名
儒
之
若
是
也
.
豊
非
盛
徳
之

所
致
歎
.
而
如
予
者
・
亦
得
以
姓
名
附
於
巻
首
.
又
何
其

幸
之
至
欺
.
宣
徳
五

年

.
歳
在
庚
戌
夏

四
月
朔
旦
.
前
国
子
助
教
兼
修
国
史
奉
議
大
夫
周
府
右

長
史

郡
人
後
学
嬰
佑
序

・
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こ
の
嬰
佑
の
序
文
に
よ

っ
て
、
か
れ
盟
佑
の
伝
記
は

一
層
明
確

に
な

つ
た
。

宣
徳
庚
戌

五
年

二
四
三
〇
)
の
四
月

一
日
は
、
か
れ
の

「樂
全
績
集
』

(内
閣
文
庫

所
蔵
、
明
、
正
統
甲
子
九
年

二
四
四
四
〉
刊
、
江
戸
写
本
)

の
末
尾
の
注

、

宣
徳
五
年

三
月
初

一
日
.
自
松
痒
登
舟
回
杭
.
師
生

留
別
膿
舟
超
果
寺
.
初

三
日
.
始
解
績
超
程
.
初

八
日
抵
北
関
.
初
九
日
入
城
.
至
薦
橋

旧
居
従
弟
宗

傳
家
安
欺

.
十
九
日
過
湖

.
詣
南
山
祭
先
堅

.
四
月
十
五
日
.
余
生
昌
以
舟
来

取
…
…

で
、
死

の
三
年
前
の
八
十
四
歳

の
四
月

一
日

で
あ

っ
て
、
松
江
訓
導
を
し
て

い
た
次
男
達

の
と

こ
ろ
か
ら
郷
里
銭
塘
に
墓
参

の
た
め
に
帰

つ
た
と
き

に
当

た

る
。
そ
の
時

、
こ
の

『
柘
軒
集
』
の
序
文
を

、
凌
雲
翰

の
孫
の
敬

(宗
載
)
に
請

わ
れ
て
執
筆
し
た

の
で
あ
る
。
前
論
文

(
『香
椎
潟
』
第
二
三
号
、

「明
代
初
期
の
文
人
盟

佑
考
」
、
昭
和
五
十
二
年
+
月
、
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会
)

で
、
わ
た
し
の
問
題

に
し
て

い
た

「内
閣
弁
事
」
復
職

は
、
や
は
り
こ
の
文
章

に
よ

っ
て
も
否
定
さ
れ
る
。

さ
て

『
柘
軒
集
』
の
序
文
は
、
さ
ら
に

一
編
を
附
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

C
、
柘
軒
詩
集
.
銭
塘
貢
士
凌
公
彦
琳
所
作
也
.
其
詩
諸
盟
悉
備
.
荘
敬
而

不
褻

.
和
樂
而
不
淫
.錐
無
刻
苦

麗
密
之
工
.
而
平
易
典
則

.
皆
其
発
乎
情
之
自

然
・
有

足
観
者
.
…
…

(中
略
)
詩
総
若
干
篇
其
孫
宗
載
.
集
而
成
秩
凡
若
干
巻

…
…

(中
略
)
翰
林
侍
講
兼
修
国
史
慈
漢
陳
敬
宗
書

と
綴
ら
れ
て
い
る
。

以

上
の
乾
隆
丙
申

『
柘
軒
集
』
序
文

A
、
B
、
C
に
は
、

『
明
詩
紀
事
』
所

掲
の

『
静
居
志
詩
話
』
の
す

べ
て
の
部
分

(序
文
A
l
線
部
)

、
「
明
詩
綜
』
所

掲
の

『静
居
志
詩
話
』
の
全
部
分

(序
文
A
ー
線
部
)

と
、

「盟
宗
吉
云
」

の
全

部
分

(序
文
B
ー
線
部
)
、
そ
れ

に

「
陳
光
世

(陳
敬
宗
)
云
」

の
全
文

(序
又
c
ー
線

部
)
が

、

所
在

し
て
い
た
が
、

そ
の
詩
集

の
な
か
に
集
録
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ

て
い
る

『
明
詩
綜
』
細
字
部
分

の
末
尾
に
あ
る

「
集
中
與
張
行
中
論
詩
云

…
…
」

の
個

所
は
、
こ
の

『柘
軒
集
』
か
ら
は
見
出
し
え
な

い
。
ま
し

て
序
文

A
で
、
傑
作

と
た
た
え
て

い
る

「
五
言
如
陪
祭
作
.
七
言
如
鬼
猟
図
」
は
、
も

と
よ
り
存
在

し
な

い
。
却

っ
て

「
鍾
埴
画
」
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、

「
明

詩
綜
」

二
十
首

の
な
か

に
、

「
奉
和
許
彦
章
検
校
陪
祭
有
作

三
十
韻
」
、
「
鬼
撒

圖
」
が

集

録

さ

れ

て
い
る
。
そ
の
他

「
明
詩

紀
事
』
所
収

の
九
首

に
も
、
乾

隆
丙
申

「柘
軒
集
』

に
は
、
あ
る
の
は
、
三
篇

に
す
ぎ
な

い
。

「
西
湖
遊
覧
志

蝕
』

に
て
も
同
様

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
来
る
と
、
た
し
か
に

乾

隆

丙

申

『
柘
軒
集
』
以
前

に
、
別
本

で
あ

る

「
柘
軒
集
四
巻
』
が
存
在

し
て
い
た

こ
と
と
な
る

。
そ
れ
は

甫
田
や
、
朱
舞
尊
や
、
田
汝
成
等
が
利

用
し
た
書

で
あ
り
、
丙
申
本
よ
り
も
は

る
か
に
部
厚
な
体
裁
を
擁

し
て
い
て
、
凌
雲
翰

の
珠
玉
が
、
綾
の
な
か
に
燦
然

と
輝

い
て
い
た
内
容
を
有

す
る

詩

集

で

あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
凌
の
没
後
、
孫
の
凌
敬

(宗
載
)
曽
孫
凌
遅
ら

の
手
で
、
永
楽
年
間

二

四
○

三
～
一四
二
四
〉
に
四
巻
に
ま
と
め
ら
れ
、
陳

敬

宗

の
序
文
を
附
せ
ら
れ
、
宣
徳

五
年

(
一
四
三
〇
)
の
嬰
佑
の
序
文
と
、
同
じ
く
宣
徳
年

間
の
王
羽

の
序
文

(序

文
A
の
中
)
を
附
し
て
上
梓
さ
れ
た

『柘
軒
集
』
四
巻
と
、
恐
ら
く
同

一
の
も

の

で
あ

っ
た
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。

三

 

さ
き

に
盟
佑
は
、
自
著

の

『蹄

田
詩
話
』
中

の

一
篇

「
鍾
埴
圖
」
で
、
凌
雲

翰

が
あ

る
日
、
叔
祖

で
あ

る
嬰
士
衡
を
訪
ね

て
来

た
が

、
か
れ
が
不
在

の
た
め

に
、
石
湖

の

「
田
園
雑
興
詩
」

に
和
し
た
詩
集
を
、
留
め

て
い

っ
た
が

、
数
日

の
う
ち

に
、
自
分

は
全
部

の
詩

に
和
し
終

っ
た

の
で
、
か
れ
は
非
常

に
驚

い
た

と
記
録
し
て
い
た
が
、

こ
こ
で
い

っ
て
い
る
石
湖
と
は
、
宋
代
の
萢
成
大

の
号

で
、
田
汝
成

の

「
西
湖
遊
覧
志
蛛
』

の
第
十
三
巻
に
、

棄
木
巷
.
西
通
石
湖
橋
.
宋
時
萢
成
大
所
居
.
號
石
湖
.
故
名

.

(世
界
書
局
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本
、
一
八
三
頁
)
と
み
え
て
い
て
、
宋

代

に
銭

塘

(杭
州
)
城
内

、
棄
木
巷

に
別
荘

を
も

っ
て
い
た
人
物

(
「宋
史
』
巻
三
八
六
)
で
あ
る
。
凌
雲
翰

が
か
れ
の

「
田
園

雑
興
詩
」

に
和
し
た
詩

に
、
盟
佑
が
数

日
に
し

て
論
和
し
た
と
い
う
時
期

は
、

明

の
洪
武
戊
申
元
年

二

三
六
八
)
、
か
れ
二
十

二
歳

の
年

で
あ

っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
と
い
う

の
は
、
凌
雲
翰

の
乾
隆
丙
申

「
柘
軒
集
』

に
、

「
次
韻
萢

石
湖

田
園
雑
興
詩
六
十
首
」

が
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
詩

に
雲
翰

は

次

の
よ
う
な
注
を
し

て
い
る
。

「
予
、
素
よ
り
田
園
の
趣
を
有
せ
り
。
萢
石
湖

の
雑
興
詩
を
観

る
ご
と
に
、

尽
く

こ
れ
に
和
せ
ん
と
欲
せ
し
も
、
い

ま

だ

あ
た
は

ざ

る
な
り

。
丁
未

の
歳

に
、
菖
漢
の
梅
林
村

に
隠
居
し

て
、
感
、
時

の
た
め
に
井

さ
り
、
事
、
景
に
よ

り
て
集

へ
り
。
中

に
動

く
こ
と
無
き
能

は
ず

、
こ
こ
に
於

い
て
、石
湖

の
詩
韻
を

取
り
て
、
尽
く

こ
れ
に
和
し

、
も

っ
て
こ
れ
を
童
子
に
授

け
り
。
山
歌
野
曲

の

ち
か

み

意
を
寓
す

る
に
庶
し
。
覧

る
者
、
か
な
ら
ず
も

っ
て
予
が
志

の
存
す
る
と
こ
ろ

を
知
る
あ
ら
ん
。
俗
を
避
く
る
翁
識
す

。
」

そ
れ
に

「
春
日
十

二
首
」

、

「
晩
春

十
二
首
」

、

「
夏
日
十

二
首
」
、

「秋

日
十
二
首
」
、
「
冬
日
十
二
首
」
、
計
六
十
首
を
収
め
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩

を

こ
こ
に
紹
介
す
る
暇
は
な

い
が
、
妙
趣
に
富
む
格
調
を
包
含
し

て
い
る
。
盟

佑
が

「闘

田
詩
話
』

の

「
鍾
埴
圖
」
で
い

っ
た

「
為
作
序
文
於
前
」

の
項

は
、

さ
き

の
文

の

「
以
授
諸
童
子
」
を
指
し
て

い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。
凌
雲

翰
は

こ
の
六
十
首

の
詩

を
作

っ
て
、
さ

っ
そ
く
銭
塘
城
内
に
住

ん
で
い
た
友
人

盟
士
衡

に
持
参
し
て
、
輩
佑
と
出
会

っ
た

の
で
あ

る
。
た
だ
し
童
子

の
表
現

は

い
さ
さ
か
誇
張
し
す
ぎ
る
。

や
は
り

か
れ
ら
の
避
遁
は
、

盟
佑
が

楊
維

禎
に

「
千
里
駒
」
だ
と
才
を

賞
せ
ら
れ
た

二
十
歳
ご

ろ

(前
出
拙
論
文
)
で
、
そ
の
直

後

の
洪
武
戊
申
元
年

二
三
六
八
〉
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
両
人

の
年
令

を
蹄
え
た
交
友

は
連
続
す
る
の
で
あ
る
。

「
明
詩
綜

』
に
、
凌
雲
翰

の

「包
山

翫
月
次
盟
宗
吉
韻
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
包
山

は
江
蘇
省
呉
県

の
太

湖
に
浮

ぶ
洞
庭
西
山

で
あ

つ
て
、

二
人
は
と
も

に
こ
の
詩

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
遊
行
を
も
、
絶
え
ず
重
ね
て

い
た
と
み
え
る
。

乾
隆
丙
申

「柘
軒
集
』

で
、
詩

作

年

次

の
判
明
し
て
い
る
作
品
は
、
他

に

「藍
井
序
」
、
洪
武

丁
巳

(十
年
)
秋
八
月

(
一
三
七
七
)

、

「
戊
午
元
夕
遇
雨
次

莫
行
韻
」
、
洪

武

十

一
年

二

三
七
八
)

、

「
戊
午

七
月
六

日
書
事
」

(同
〉

、

「謁
仇
山
村
墓
追
和
張
仲
奉
詩

韻
井

序
」
、
洪
武
戊
午

三
月

二
日

(同
)
な
ど

で

あ

っ
て
、
洪
武

十

一
年
以
後

の
年
次

明
記

の
作
品
は
、
見
当
ら
な
い
。

四

い
ま
凌
雲
翰

の
現
存
詩
集

で
あ
る
乾
隆
丙
申

『
柘
軒
集
』
四
巻

で
、
年
次
明

記

の
作
品
は
、
洪
武
戊
午
十

一
年

二

三
七
八
)
ま
で
で
あ

る
と

い
っ
た
が
、

こ

の
年

の
清
明

の
三
月

二
日
、
凌
雲
翰

は
弟
彦
翔
、
外
弟
陳
彦
と
と
も

に
、
栖
霞

の
先
祖

の
墓

に
詣

で
、
近
く

の
仇
山
村

の
墓

に
も
ぬ
か
ず
き
、
故
人
を
愛
惜
し

た
。
山
村

は
号
で
、
仇
仁
近
、
遠
の
こ
と

で
あ
る
。
か
れ
は
郷
里
銭
塘

の
生

ん

だ
元
初

の
詩
人
、
か

つ
漂
陽
州
儒
学
教
授

で
、
杭
州
府
学

の
郷
賢
桐

に
も
、
吾

邸
街

、
楊
載

(仲
宏
、
か
れ
の
妻
は
盟
佑
の
祖
姑
に
あ
た
る
。

「蹄
田
詩
話
』

「宗
陽
宮
翫
月
」
)

ら
と
共

に
、
祀
ら
れ
て
い
る
人
で
あ

る
。
(
「西
湖
遊
覧
志
鯨
』
第
士

一巻

「才
情
雅
致
」
、

第
十
五
巻

「南
山
分
脈
城
内
勝
蹟
」
)

ま
た
こ
の
年
の
七
月
六
日
、
凌
雲
翰
は
、

「
炎
天
赤
日
」

に
、

「
乗
ず

べ
き

興
も

な
く
」
、
徒
歩

に
て
王
子
猷
や
、
杜
少
陵
を
思
い
浮

べ
な
が
ら

、
儒
墨
の

人
々
と
談
話
し
よ
う
と
尋
ね
あ
る
い
て
い
た
。

ま
さ
に
こ
の
洪
武
戊
午
十

一
年

二

三
七
八
)

の
六
月
朔
日
、
銭
塘
、
呉
山
の

大
隠
堂

で
、
三
十
二
歳

の
盟
佑
、
宗
吉
が
、
原

「
舅
燈
新
話
』
を
編
輯
し
終

っ

て
、
そ
の
自
序
を
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。
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洪
武
十

一
年
歳
次
戊
午

六
月

朔
日
山
陽
崔
佑
書
予
呉
山
大
隠
堂

(内
閣
文
庫
蔵
、

明
、
嘉
靖
甲
子
四
三
年

二

五
六
四
)
、
朝
鮮
刊

「躬
燈
新
話
句
解
」
)

と
。

こ
の
原

『
勢
燈
新
話
』
を
、

「
舅
燈
録
』
か
ら
選
抜
し

て
編
輯

し
終

え
た
盟

佑
は

(こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
で
論
ず
る
予
定
。
)
、
さ

っ
そ
く
正
式

に
版
本

に
て

刊
行
し
よ
う
と
思

い
立
ち
、
洪
武
辛
酉
十
四
年

二

三
八
一
)

秋
八
月

に
、
当
時

銭
塘
県
学

進
徳
齋

で
、
訓
導

を
し
て
い
た
呉
植

に

『
勇
燈
新

話
引
」
を
頼

み
込

ん
だ
。

「
引
」

と
は
、
文
体

と
し
て
、
は
し
が
き

、
は
じ
め

の
こ
と
ば

と
い
う

意
味
で
あ
る
。
呉
植

の
伝
記

に

つ
い
て
調

べ
て
み
る
と
、

植
字

子
立

.
厳
州
人
.
以
庭
士
徴
.
授
藤

州
知
州

.
(
『明
詩
綜
』

『明
詩
紀
事
』
)

植
.
字
子
立
.
厳
州
人
.
以
庭
士
徴
.授
藤
州
知
州
.
別
自
號
白

玉
壺
.
善
草

書
。

(
「列
朝
詩
集
小
傅
」
)

と
あ
る
の
み
で
、
銭
塘
県
学
訓
導

の
在
任
は
で
て
い
な

い
。
し
か
し

こ
の

「

勢
燈
新
話
引
』

の

「
洪
武
十

四
年
秋
八
月
呉
植
書
干
銭
塘
邑
痒
進
徳
齋
」

の
文

は
否
定

し
去

る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら

「
引
」
に
対
す

る

「
蹟
」

文
が
、
現
存
し

て
い
る
た
め

で
あ
る

。
そ
れ
は
前
出

の
朝
鮮
刊
本

「
勇
燈
新
話

句
解
』

(内
閣
文
庫
所
蔵
)

だ
け
に
し
か
み
え

な
い
も

の
で

あ
る
。
い
ま
ま
で
、

「
勢
燈
新
話
』

の
序
文
、
後
序

な
ど

の
引
用
に

つ
い
て
、
わ
た
し
は
そ
の
基
ず

く
資
料

を
、
ば
ら
ば
ら

に
使

用
し
て
来
た
と
感
じ
ら
れ
る
か
も
知

れ
な

い
が
、

実

の
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ

の
版
本

に
よ

っ
て
、
所
掲

の
有
無
が
異

っ
て
い
る
か

ら

で
あ
る
。
改
め

て
整
理
し
て
み
る
と
、

③

一
九
五
七
年
六
月
、
周
夷
校
注

「
勢
燈
新
話
外

二
種
』
、
上
海
古
典
文

学
出
版
社

刊
本

。

②

一
九
七
四
年
十

一
月

、

『
勢
燈
新
話
等

九
種

』
、
台

湾

世

界

書
局
刊

本
。

③

一
九

一
七
年

(丁
巳
仲
夏
〉
、
董
康

『
勢
燈
新
話
四
巻
』

、
調
券
室
叢
刻

本

。④

日
本
慶
長
活
字
本

、

「
勢
燈
新
話
句
解
』
、
(内
閣
文
庫
蔵
)

⑤

日
本
慶
安
和
刻
本

、

「
勇
燈
新
話
』
、
秋
吉
蔵
。

⑥

嘉
靖
甲
子

四
三
年

二

五
六
四
)
、
朝
鮮
刊
本

『
勢
燈
新
話
句
解

」
(内
閣

文
庫
蔵
)

の
以
上
六
種
類
が
あ
る
。
序
、
後
序
な
ど

の
有
無

を
示
す
と
次

の
と
お
り
で

あ
る
。

ア
、

「
勇
燈
新
話
引
」

の

「
引
」

の
字
を
記
し
て
な
く
、

「
践
」
及

び

「
後

紀
」

「
後
序
」
等

一
切
が
な

い
も

の
。
①
、
②
、
③

。

イ
、

「
勢
燈
新
話
引
」

の

「
引
」

の
字
は
、
記

し
て
あ
る
が
、

「
蹟
」
及
び

「
後
紀
」

「後
序
」
等

一
切
が
な
い
も

の
。
④
。

ウ
、

「
勢
燈
新
話
引
」

の

「引
」

の
字
は
、
記
し

て
あ
る
も
の
の
、

「
蹴
」

は
な

い
。
ま
た

「
勢

燈

新

話

巻
後
紀
」
が

「
紀
勇
燈
新
話
巻
後
」
と
な
り
、

「
秋
香
亭
記
践
」

は

「
践
秋
香
亭
記
」
、

「
勇

燈

新

話

巻
後
志
」

は
そ
の
ま

ま
。

「
重
校

勢
燈
新
話
後
序
」
も
変
ら
な

い
。

「
題
舅
燈
録
後
絶
句

四
首
」
も

改
め
な
く
て
所
掲

し
て
い
る
が
、

「
勢
燈
新
話
句
解
践
」
と

「
題
註
解
勇
燈
新

話
後
」

の
な
い
も

の
。
⑤
。

エ
、
以
上
あ
げ
た
す

べ
て
の
文
章
を
具
有
し
て
い
る
も

の
。
⑥

。

つ
ま
り
①
、
②
の
底
本
は
③
で
あ
り

、
③

の
底
本

は
④

で
あ

っ
た
が
た
め

の

誤
刻

で
あ

っ
た
の
で
あ

る
。

と
こ
ろ

で
、

こ
の
よ
う

に
判
明
し
た
結
果
、
さ
き

の

「
勢
燈
新

話
蹟
」
を
あ

げ
て
み
よ
う
。
む

ろ
ん

「
践
」
と
は
、
奥
書

で
、
書
物

の
末
尾

に
し
る
す
文
章

の
体

で
あ
る
。
資
料

と
し

て
原
文

の
ま
ま
写
す
。

勇

燈
新
話
践
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余
幼
時
.
観
洪
遭
夷
堅
志
.
嘗
惟
其
好
奇
之
甚

.然

独
百
事
有
於
昔
於
今

.乃

不
目
之

耶

・
故
置
之

.
不
復
詳
覧

.
非
特
自
衿
於
己

.
又
恐
見

謳
於
人
.
及
考

遙

在
南
宋
時
為
内
翰
.
春
秋
之
筆
.
寓
於
徳
暴
.
間
將
使
後
世
之
善
心
者
.
感
発

之
.
而
悪
志
者
懲
創
之

・
蓋
少
補
於
教
化
之
方
云
.
余

同
門
友
盟
宗
吉
.
輯
其

聞
見
之
實

.
書
於
簡
編

則
不
拘

.
拘
於
徳
暴
而
謳

.見

説
蓋
亦
自
負
董
狐
之

才
・

將
以
鑛
着
述
之
志
云
ホ

.
今
宗
吉
学
富
才
充
.
余
何
企
及
哉

.
第
因
不
鄙
出
以

見
示
.
故
敢
書
干
巻
端

.
洪
武
辛
酉
重
陽
前

一
日
.
嚴
陵
金

冤
於
唐
昌
邑
痒
之

由
義
西
齋
窩
.
(朝
鮮
刊
本

「勢
燈
新
話
句
解
」
林
信
勝
、
壬
寅

(慶
長
七
年
、
一
六
0
二
)
冬
十
月

手
校
、
内
閣
文
庫
蔵
)

唐
昌
と
は
四
川
省
崇
亭
県

で
あ
り
、
洪
武
辛
酉
重
陽
前

一
日
と
は
、
洪
武
十

四
年

二
三
八
二
)
九
月
八
日

の
こ
と
で
あ
る
。
金
寛

は
、
盟
佑

に
と

っ
て
は
、

「余
同
門
友
輩
宗
吉
」
と

い

っ
て
い
る
か
ら

に
は
、
同

じ
師

に
つ
い
て
学

ん
だ

も

の
、
あ

い
で
し
と
い
う
意
味

で
あ

る
。

金
冤

の

「
勢
燈
新
話
践
」

の
存
在
と
、

こ
の

「蹟
」

に
よ

っ
て
、

「引
」
と

「
蹟
」

の
両
者

が
揃

い
、

こ
れ
で

一
冊

の
書
物

の
刊
行

は
、
ま
ち
が
い
な
く
執

行
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

つ
ま
り
原

『
勢
燈
新

話
』
刊
行

の
条
件

は
、
満
さ
れ
た
。
そ
れ
は
洪
武
辛
酉

十
四
年

二

三
八
一
)

の
原

「
勢
燈
新
話
』
の
刊
行
を
、
明
確

に
決
定
す
る

こ
と

で
も
あ
る
。
だ
が
、

こ
こ
で
問
題

に
な
る
の
は
、
C
説

の
主
張
す

る
原

「
勢
燈

新

話
』
刊
行
時
期
を
、

=
二
九
七
年
と
す

る
洪
武

三
十
年

で
あ

る
。

こ
の
根
拠
は
凌
雲
翰

の

「
勢
燈
新

話
序
」

に
、
明
記
さ
れ
て
い
る
洪
武

三
十

年

と
い
う
年
次

で
あ

っ
た

。
さ
き

に
あ
げ

た
凌
雲
翰

の

「
勢
燈
新
話
序
」

の
文

章

は
、
周
夷

の
校
注
本

で
あ

っ
た
。

こ

の

版

本

が
、
董
康

の

「
請
券
室
叢
刻

本

』
を
底
本

に
し
、
董
本

は

「
慶
長
活
字
本
」
を
底
本

と
し

て
い
る

こ
と
は
、

す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

い

ま

そ

れ
ら

の
底
本
と
は
な

っ
て
い
な

い

「朝
鮮
刊
本
」
の
そ
の
個
所
を
調

べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
ま
が

い
も
な
く
、
左

の

よ
う
に
判
然
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。

「
洪
武
十

三
年
夏

四
月
銭
塘
凌
雲
翰
序
」
と
。

洪
武

三
十
年

の

「
三
十
」
が

「
十
三
」
と
逆
さ

に
な

っ
て
並
ん

で
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
根
拠
は

一
瞬

に
し
て
溶
解
し

て
し
ま

っ
た
と
い

つ
て
い
い
。
読
み

ち
が
い
と
い
う
誤
り
を
冒
し

て
い
た
の
で
あ

つ
た
。
そ
れ
で
も
か
り

に
、
読
み

ち
が

い
は
し

て
い
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
い
ま
ま
で
論
述
し

て
来
た
途
中

で
、

そ
れ
ぞ
れ
判
明
し
た
次

の
諸
点
、
す

な
わ
ち
、

①

程
佑
が

「蹄

田
詩
話
」
の

「鍾
埴
圖
」

で
記
し
て
い
た
洪
武

十
三
年
冬

以
後

の
凌
雲
翰
の
銭
塘

(杭
州
)
不
在

。

②

乾
隆
丙
申

「
柘
軒
集
」
所
掲

の
盟
佑
序
に
あ

る

「
自
與
先
生

別
五
十
年

　
」

の
個
所
。
宣
徳

五
年

二
四
三
〇
〉
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
五
十
年
と
は
、

数

え
て
み
る
と
、
ち
が

い
な
く
洪
武
十

三
年

二

三
八
○
〉
に
合

致
す

る
。

③

乾
隆
丙
申

「
柘
軒
集
』
所
収

の
作
品
の
な
か

で
、
詩
作
年
次

の
あ
き
ら

か
な
も

の
を
調
査
し

て
お

い
た
が
、
そ
れ
に
は
、
洪
武
十

一
年

二
三
七
八
)
以

後

の
作
は
、
見
出
せ
な
か

っ
た
。

な
ど
を
顧

っ
て
み
て
照
合
し

て
み
た
場
合

に
も
、
洪
武

三
十
年

(
一
三
九
七
)

刊
行
説
は
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
を
消
失

し
て
し

ま
う

の
で
あ
る
。

ま
た
、
永
楽
十
八
年

の

「
校

定

本

勢

燈
新
話
」
以
前

に
は
、
た
だ

「勇
燈

録
』
が
あ

っ
た

の
み
で
、
原

「
勢
燈
新

話
』
は
、
刊
行

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
と

主
張
す

る
A
説
は
、
か

つ
て
久
保
天
随
氏

の
B
説
に
よ

つ
て
、
否
定

さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
あ
ら
た
な
否
定

の
拠

り
ど

こ
ろ
と
い
え

る
前
述

の
洪
武
十

三
年

明
記

の
凌
雲
翰

の

「
勢
燈
新
話
序
」

、
洪
武
十
四
年

明
記

の
呉
植

の

「
勢
燈
新

話
引
」
、
同
じ
く
洪
武
十
四
年

の
金
冤

の

「
勇
燈
新
話
践
」
を
提

示
す
れ
ば
充

分
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
附
言
す
れ
ば
、
久
保
天
随
氏
の

い
っ
て
お
ら
れ
る
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よ
う

に
、
嬰
佑
の

「
題
勇
燈
録
後
絶
句
四
首
並
び

に
注
」
は
、
い
う
ま

で
も
な

く
、
か
れ
が
後

日
筆
を

つ
け
加
え
た
も

の
で
あ
る
が
、
洪
武

十

一
年

(
一
三
七
八
〉

の
自
序

で
あ
る

「
勢
燈
新
話
序
」
も

、
そ

の
は
じ
め

の

一
行
は
、
後

日
の
添
加

部
分
と

の
疑
い
は
、
濃
厚

に
感
じ
ら

れ
る
。

五

さ

て
洪
武
十

一
年

(
一
三
七
八
)
六
月

一
日
、
嬰
佑
は
、
銭
塘
の
呉
山
大
隠
堂

で
、
原

「
舅
燈
新
話
』

の
編
輯
を
完
成
し
た
が
、
そ
の
時
か
れ
は
仁
和
県
学

の

訓
導
と
し
て
在
任
し
、
誠
意
齋

で
教
授
し
て

い
た
。
仁
和
県
学

の
誠
意
齋

で
の

教
鞭
は
、

「帰

田
詩
話
』
の

「芭
蕉
花
」

に

「仁
和
誠
意
齋
生
陳
瑠
.
為
学

勤

敏
而
性
資
老
成

.
…
…
」
と
あ
る
。

ち
な
み

に
、
明
、
嘉
靖

二
八
年

二

五
四
九
)

、
沈
朝
宣
編
、

ア
メ
リ
カ
国
会

図
書
館
摂
旧
北
平
図
書
館
蔵
、
東
洋
文
庫
蔵

「中
国
方
志
叢
書
』
華
中
地
方
、

第

一
七
九
号

の

「
仁
和
県
志
』
を
、
の
ぞ
い
て
み
た
と

こ
ろ
、
そ
の
巻

五
の
学

校

の
項
の

「本
学
沿
革
」

に
、

皇
明
洪
武

三
年

.
令
徐
珪
.
復
建
乃
閤
射
圃
・
置
観
徳
亭
.
十

一
年
教
諭
沈

尊
.
訓
導
ト
埜
.

・
盟
佑
.
病
其
卑

隆
.
知
宋
太
学
在
前
洋
街
者

.
入
元
改
為

西
湖
書
院
.
元
亡
書
院
亦
廃
.
而
廟
学
尚
存
尊
等
.
言
干
大
府
.
改
建
仁
和
県

学
.
…
…

(第
二
冊
三
「六
頁
)

と
あ
り
、
癬
宇

の
項

に
、

教
諭
癬
舎

.
在

明
倫
堂
後

.
臆
房

三
間
.
西
慶

一
間

・
為
司
吏
書
辮
之
所
.

東
西
廟
房
各

二
間

.
後
内
室
三
間

.
以
備
燕
居
寝
食
.
前
臆
之
西
築
圃
.
扁
日

蔵
春
圃
.
梢
北
構
亭

.
扁
日
琢
玉
亭

.
亭
之
前
盤
池
。
扁
日
教
思
池
.
皆
教
諭

李
壁
.
為
之

正
心
齋
.
訓
導
癖
舎

.
在
號
房
西
北

.
門
槙

一
座
.
臆
房
三
間

.

後
房

三
聞
.
披
房

三
間
.
誠
意
齋
癬
舎
.
門

槙

一
座
.
朦

房

三

間
.
後
房

三

間
.
(第
二
冊
三
二
六
頁
)

ま
た
仁
和
県
学

の
職
制

の
項
で
は
、

教
諭

一
員
.
訓
導

二
員
.
厘
膳
生
員

二
十
名
.
増
廣
生
員

二
十
名

.
附
学
生

員
不

限
数
.
司
吏

一
名
.
齋
夫
六
名

.
膳
夫
八
名

.
庫
子

二
名

.
斗
級

三
名
・

門
子
六
名
.
啓
聖
桐
門
子

一
名
.
俸
糧
教
諭
毎
月
三
石
.
訓
導
毎

月
三
石
.
魔

膳
毎
月

一
石
.

と
あ
り
、
県
学

の
内
容
規
模
、
成
員

、
給
与
ま
で
も
あ
か
ら
さ
ま

に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
た
と

い
、
嘉
靖
年
間

の
も
の
と

は
い
え
、
実
状
を
は
か

る
こ
と
が

で
き
る
資
料

で
あ

る
。

「
明
史
」

の

「
志
第

五
十

一
」

の
職
官
四
を
、
ひ
も
と
く
と
、

儒
学

.
府
.
教
授

一
人

.
従
九
品
・
訓
導
四
人
.
州
.
学
生

一
人
.
訓
導

三

人
.
県
.
教
諭

一
人
.
訓
導

二
人
.
教
授
、
学
正
.
教
諭
・
掌
教
誇
所
局
生

員
.
訓
導
佐
之
。
凡
生
員
塵
膳
、
増
廣

.
縣
学
四
十
人
.
州
学

三
十
人
.
県
学

二
十
人
.
附
学
生
無
定
数

.

と
記
し
て
あ

っ
た
。
ま
え
の

『
嘉
靖
仁
和
県
志
』

の
記
載

は
確
か

で
あ
る
。

「
嘉
靖
仁
和
県
志
』
の
資
料

で
は
、
盟
佑
が
洪
武
十

一
年
当
時
、
仁
和
県
学

訓
導
と
し
て
在
任
し
て

い
た
こ
と
と
な
る
。
呉
植
は
洪
武
十

四
年

に
、
銭
塘
県

学
進
徳
斎

に
在
職
中

で
あ

っ
た
。
そ
し
て

凌

雲

翰

は
、

『
光
緒
杭
州
府
志
』

二

八
九
八
)

お
よ
び
、
そ
の
底
本
と
見
ら
れ
る

「
西
湖
遊
覧
志
録
』
(明
、
田
汝
成

著
、
嘉
靖
丙
戌
六
年
の
進
士
)
に
、

「仁
和
人
.
博
通

経
史
.
領
至
正
十
九
年

(
一
三

五
九
)
郷
薦

・
除
平
江
路

(蘇
州
)
学
正
.
不
赴

・
…
…
洪
武
初

.
挙
杭
州
府
学
訓

導
陞
成
都
府
教
授
.
卒

.
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
も
と
と
し

て
考
え
れ
ば

、

か
れ
が
、
成
都
府
教
授

に

「
鍾
旭
画
」
が
災

い
し
て
就
任
し
た
の
が
、
遅
く
て

も
洪
武
十
四
年

二

三
八
一
)
だ
と
仮
定
す
る
と
、
そ
れ
以
前
は
、
洪
武
初
か
ら

杭
州
府
学
訓
導

と
し

て
在

任
中
だ
と

い
う

こ
と
に
な

る
。
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そ
こ
で

『萬

暦
銭
塘
県
志
』

(明
、
萬
暦
己
酉
三
七
年
、
一
六
〇
九
、
内
閣
文
庫
所
蔵
)

を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
公
署

二
の
項

に
、

杭
州
府
儒
学
.
在
太
平
坊
陵
家
橋

.

仁
和
県
儒
学

.
在
府
学
西
.
と
あ

っ
て
、
さ

ら

に

さ

い
わ

い
な
こ
と

に
、

「銭
塘
県
治
図
」

が
附
さ
れ
て
あ

っ
た
。
そ
の
地
図

に
よ
る
と
、
杭
州

(銭
塘
)

城
内

は
、
城
内
を
貫
流
す
る
川
を
境
界
線

に
、
仁
和
県
と
銭
塘
県
に
分

か
れ

て

い
る
が

、
そ
れ
に
は
拘
わ
ら
ず
に
、
杭
州
府
庁
が
中
央

に
位
置
し
、
そ
の
傍

に

杭
州
府
学
が
建
ち
、
府
学

の
西
方

、
西
湖

の
ほ
と
り
の
湧
金
門

の
近
く

に
、
仁

和
県
学
が
所
在

し
、
銭
塘
県
学
は
、
府
学

の
東
方
、
聖
堂

の
前

に
所
在
し

て
い

る
。
と

い
う

の
は
、
杭
州
府
学

、
仁
和
県
学
、
銭
塘
県
学

の
三
学

は
、
す

べ
て

杭

州

(銭
塘
)
城
内

に
、
そ

の
所
在

が
あ

つ
た

の
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
洪
武
辛
酉
十
四
年

(
一
三
八
一
)
時
点
、
三
十
五
歳
の
盟
佑
、
宗

吉
も
、
同
じ
杭
州

(銭
塘
〉
城
内
の
仁
和
県
学

に
、
ひ
き

つ
づ
き
訓
導

と
し

て
教

鞭
を
執

っ
て

い
た
と
考
え

る
の
が
、
も

っ
と
も
妥
当

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
。
と

い
う
わ
け
で
、
か
れ
は
三
年
前

の
洪
武
十

一
年
六
月

一
日

に
、
編
輯
を

終

え
て
い
た
原

「
勢
燈
新
話
』
を
公
刊
す

べ
く
、
も

つ
と
も
身
近

で
、
大
父
行

と
尊
敬
す
る
杭
州
府
学
訓
導

の
凌
雲
翰

に
、
前
年

の
洪
武
十

三
年
四
月
、
序
文

を
い
た
だ
き
、
こ
の
年

の
八
月
、
隣

り
の
銭
塘

県
学
在
職

の
呉
植
か
ら
、

「
勢

燈
新
話
引
」
を
も
ら
い
、
か

つ
て

の
あ
い
で
し

で
親
友

で
あ

る
唐
昌
県
学

の
金

冤
に
、
依
頼
し
て
い
た

「
勢
燈
新

話
践

』

(九
月
八
日
執
筆
〉

が

到

着
す
る
の
を

待

っ
て
、
版
木
に
刻

さ
せ
、
洪

武

十

四

年

(
一
三
八
一
)
中

に
、
原

「勢

燈
新

話

』
の
公
刊

に
踏

み
切

っ
た
と

い
う
こ
と
が

で
き
る
。

二

九
七
八
.
二
.
二
七
)
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